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To learn more about Arrow Pressure  
Injectable Central Lines in the Arrow  
ErgoPack System scan the QR code  
at the right or visit
arrowergopack.com.

ARROW 中心静脈カテーテル HP
耐圧性の中心静脈カテーテルを使用するメリット。 
・造影剤注入用のカテーテル留置は不要。患者様の苦痛・負担の軽減。 
・医療現場の時間の節約、手順の効率化。 
・より迅速に鮮明な造影画像が入手できる。 
・最大流量10mL/秒

注入制限
圧力設定
300psi

注入制限
圧力設定
400psi

ルーメン

圧力注入
流量

(mL/sec)

注入時最大
カテ内圧
(psi)

圧力注入
流量

(mL/sec)

注入時最大
カテ内圧
(psi)

最小静的
破裂圧
(psi)

耐圧製血管カテーテル トリプルルーメン

トリプルルーメン
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造影剤
粘度(37°)
(mPa・s)

ディスタル
最大流用
(mL/sec)

メディアル
プロキシマル
最大流用
(mL/sec)

ディスタル 16 G 7 121 10 155 337

7Fｒ メディアル 18 G 5 186 5 186 345
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20cm
(カテーテル有効長) プロキシマル 18 G 5 180 5 180 315
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粘度(37°)

ディスタルルーメン 

最大流量 vs. 粘度
(300psi)

メディアル/プロキシマルルーメン

ARROW 中心静脈カテーテル HPキット内容物
構成品 入数

1 中心静脈カテーテル トリプルルーメン

外径7Fr×20cm (内径Ga:16×18×18)
1 個

2 ガイドワイヤ

60cm(0.032”inch) ※アドバンサー・マーカー付
1 個

3 穿刺針※1 (XTW)　

（18Ga.×6.35cm)
1 個

4 カニューラ外径

外径18Ga.×6.35cm[内径Ga.20]
1 個

5 セーフティシリンジ (5mL) 1 個
6 ダイレータ 1 個
7 カテーテルクランプ 1 個
8 カテーテルブルークランプ 1 個
9 エクステンションラインクランプ 3 個
10 インジェクションキャップ 3 個
11 圧測定用プローブ 1 個

References:

1 Manual on Contrast Media Version 5.0. American College of Radiology, 2004. 
2  Fleischmann, D. Contrast Medium Injection Protocols for CT Angiography. Controversies and Consensus in Imaging and Intervention. 2006; 4(2): 24.
3  Pressure Injection: The transient flow of a moderately viscous aqueous fluid (3-12 cp) injected via mechanical means capable of generating pressures up to or  

in excess of 300 psi through any one lumen of a vascular catheter at a flow rate that is measured in ml or cc per second rather than per minute or per hour.
4  Pressure Injectable Flow Rate: A measure of the volume of fluid per unit of time that passes through a catheter lumen during a pressure injection, typically expressed in cc/sec or ml/sec.
5  MAX Catheter Pressure during Flow Rate: The pressure in the catheter during a pressure injection.
6  MAX Indicated  Pressure Injection Flow Rate: The maximum flow rate that can safety be pressure injected through a catheter lumen.
7  Maximum Catheter Pressure During Maximum Flow Rate: The maximum static pressure within a catheter lumen during a pressure injection at the extremes of flow rate and viscosity.
8 Minimum Static Burst Pressure: The internal static pressure at which an occluded catheter will fail.

For additional reference information contact Teleflex. Full bibliography available upon request.

Caution: U.S. Federal law limits this device to sale by or on order of a physician.
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Arrow 中心静脈カテーテルキット HP

特長

造影剤注入の手順：
・   加圧注入する前に病院の標準プロトコルに従い、カテーテル先
端の留置位置を確認する。

・   加圧注入に使用するルーメンの開存性を確認するため、清潔
操作で使用するルーメンの接続を外し、生理食塩液を充填した
容量10 mL以上のシリンジを取り付ける。

・   十分な量の静脈血がシリンジ内へ流れ込むまで、カテーテル内
を吸引する。

・   勢いよくカテーテルのルーメンをフラッシングする。
・   加圧注入に使用するルーメンに接続したシリンジを取り外す。
加圧注入用ルーメンに、造影用耐圧チューブを介して造影剤自
動注入装置等へ接続する。(造影剤自動注入装置等の製造販売
業者が推奨する操作方法に従うこと。)

・   病院のプロトコルに従って、造影剤を注入する。
・   造影剤注入装置からカテーテルを取り外す。
・   生理食塩液を充填した容量10mL以上のシリンジを用いてカテ
ーテル内をフラッシングする。

・   必要に応じて、ハブに適切な輸液ラインを接続する。接続しな
い場合は、病院のプロトコルに従い、インジェクションキャップ
等を使ってロックする。

・   病院のプロトコルに従って、挿入部位にドレッシングを貼付す
る。

・   カテーテル上の深度目盛で体内に挿入されているカテーテル
長を読み取り、記録する。

警告・禁忌・禁止
詳細は添付文書をご確認下さい。
•   再使用及び再滅菌禁止。
•   カテーテル、ガイドワイヤを右心房内に挿入または留置しない
こと。
•   カテーテル又はガイドワイヤの留置・抜去の際は無理な力を加
えないこと。容易に留置・抜去ができないときは、エックス線撮影
によりこれらの位置を確認し、必要な処置を施すこと。
•   ダイレータを挿入する際は無理な力を加えないこと。
•   使用前に患者の既往歴から、中心循環系の留置型医療機器（ス
テント、下大静脈フィルター等）の有無を確認し、留置されている
場合は本品を使用しないこと。
•   ガイドワイヤやカテーテルは切断しないこと。
•   カテーテルを直接縫合しないこと。また、縫合リングを用いて固
定する場合には、きつく縫合しないこと。
•   造影剤注入装置の制限注入圧力の設定は400 psiを超えないこ
と。また、各ルーメンに記載の最大流量を超えないこと。
•   カテーテルに表示された最大許容流量や10回の注入を超えて
使用しないこと。
•   穿刺部位では、偶発的な接続不良に注意し、針またはカテーテ
ルを大気中に開放したまま放置しないこと。
•   ドレッシングを取り除く際、鋭利なものを使用しないこと。
•   カテーテル挿入時及び抜去直後は、中心静脈を大気圧に直接さ
らさないこと。
•   ユーザーガードハブはインジェクションキャップに接続したまま
で使わないこと。
•   脂肪乳剤及び脂肪乳剤を含有する製剤は、インジェクションキャ
ップ、活栓及びユーザーガードハブを介して投与しないこと。

10 55

1本のカテーテルで２つの機能を果たします。
耐圧性中心静脈カテーテルを留置することで、造影剤注入用のカ
テーテル留置は不要となり、医療現場と患者様に新たな価値をご
提供します。
ARROW中心静脈カテーテルキットHPは、一般的な耐圧PICCより
高流量での注入が可能となるため、効率的な造影剤投与で患者
様の苦痛を軽減することに貢献します。

識別ラベル
各エクステンションラインのハブには最大許容流用の記載、一目
で許容流量の確認が行えます。 

高圧注入流量
能可が入注圧高ので）倍2約のCCIP性圧耐（s/Lm01度速入注大最

です。


